
別紙

各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

現状値 目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

イノシシ 有害捕獲 箱わな（大型）導入　10基 イノシシ 41,916 39,000 29,556 423.9% 22.9 19 8.7 364.1%

カラス 有害捕獲 箱わな（中型）導入　9基 カラス 17,072 14,000 10,331 219.4% 16.5 13 2.5 400.0%

ヒヨドリ 有害捕獲 くくりわな導入　46基 ヒヨドリ 4,611 3,500 2,988 146.1% 1.4 1 0.6 200.0%

ハト 侵入防止柵 電気柵の設置　L＝39,665m R2 100% ハト 352 200 0 231.6% 1.6 1 0 266.7%

カモ 侵入防止柵 WM柵の設置　L＝5,220m R2 100% カモ 2,848 2,000 2,933 -10.0% 1.1 1 4.5 -3400.0%

タヌキ 緊急捕獲 イノシシ1,228頭 タヌキ 4,454 3,000 1,657 192.4% 0.9 0.5 0.2 175.0%

アナグマ 緊急捕獲 シカ61頭 アナグマ 5,240 3,000 11,635 -285.5% 1 0.5 1.5 -100.0%

ニホンジカ 緊急捕獲 タヌキ44頭 ニホンジカ 0 0 0 100.0% 0 0 0 100.0%

アライグマ 緊急捕獲 アナグマ62頭 アライグマ 0 0 0 100.0% 0 0 0 100.0%

緊急捕獲 カラス30羽 合計 76,493 64,700 59,100 147.5% 45.4 36.0 18.0 291.5%

緊急捕獲 ヒヨドリ866羽

イノシシ 有害捕獲 箱わな導入　6基

カラス 有害捕獲 くくりわな導入　89基

ヒヨドリ 侵入防止柵 電気柵の設置　L＝23,374m R3 100%

ハト 侵入防止柵 WM柵の設置　L＝7,806m R3 100%

カモ 緊急捕獲 イノシシ1,104頭

タヌキ 緊急捕獲 シカ85頭

アナグマ 緊急捕獲 アナグマ51頭

ニホンジカ 緊急捕獲 タヌキ46頭

アライグマ 緊急捕獲 カラス39羽

緊急捕獲 ヒヨドリ914羽

緊急捕獲 カモ383羽

イノシシ 有害捕獲 箱わな導入　5基

カラス 有害捕獲 くくりわな導入　135基

ヒヨドリ 有害捕獲 電気止めさし器導入　1式

ハト 有害捕獲 マーキングスプレー導入　64本

カモ 有害捕獲 狩猟免許取得助成　2名

バン類 侵入防止柵 電気柵の設置　L＝36,820m R4 100%

タヌキ 侵入防止柵 WM柵の設置　L＝4,503m R4 100%

アナグマ 緊急捕獲 イノシシ1,549頭

ニホンジカ 緊急捕獲 シカ88頭

アライグマ 緊急捕獲 アナグマ125頭

緊急捕獲 タヌキ67頭

緊急捕獲 カラス77羽

緊急捕獲 ヒヨドリ1,212羽

緊急捕獲 カモ753羽

緊急捕獲 バン23羽

注：被害金額及び被害面積の目標値欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。

熊本市農畜水産
物有害鳥獣対策

協議会

多くの獣種において、
被害金額・被害面積と
もに目標値を大きく達
成している状況であ
る。
特に、イノシシにおい
ては、被害金額の達
成率が顕著であり、電
気柵の設置やわなの
増設などの取り組み
によるものと考えられ
る。

一方、カモ・アナグマ
においては、目標達
成ができていない。
アナグマは、農地への
侵入防止柵の設置、
捕獲従事者の育成に
よる捕獲体制の強化
を行う。
カモは、銃器による駆
除や追い払い、防鳥
ネットなどの対策をし
ていく必要がある。

第三者の意見

　多くの獣種、特にイノ
シシについては、侵入
防止柵の整備も進
み、対策の効果があ
がり、被害面積・被害
額ともに目標以下に
抑えることができてい
る。

　一方でカモ・アナグ
マでの被害が増えて
きており、今後重点的
な対策が必要と思わ
れる。

　今後は、引き続き、
えづけを防止する集
落環境整備、侵入防
止柵の正しい設置・維
持管理の徹底ととも
に、捕獲従事者の育
成等捕獲に係る取り
組みも併せ、総合的な
対策を進めていただき
たい。
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事業実施主体の評価

熊本市

R4

・わなによるイノシシの捕獲
（R2→1,124頭、R3→965頭、
R4→1,404頭）

・イノシシによる被害額
（R2→38,806千円、R3→36,618
千円、R4→29,556千円）

・侵入防止柵（電気柵、WM柵）の
整備に取り組んだことにより、イ
ノシシによる被害額が低減した。
（R4年度はR2年度に比べて、
24％減少）

また、緊急捕獲活動支援事業を
侵入防止柵の整備と一体的に取
り組んだことで、R４年度のイノシ
シの有害捕獲頭数はR2年度と
比べて、25％増加した。

熊本市農畜
水産物有害
鳥獣対策協
議会

R2

R3

鳥獣被害防止総合支援事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和４年度報告）

事業実施主体名
（協議会名）

対象地域 実施年度 対象鳥獣 事業内容 事業量 管理主体
供用開始
時期

利用率・
稼働率

事業効果

被害防止計画の目標と実績

被害面積（ha）被害金額（千円）
対象鳥獣


